
『非住宅の木造・木質化の現状と課題』 

（一社）九州木質建物協議会 

１． 普及活動の目的 

全国各地で木造建築への取組みが広がる中、建築基準や防耐火の見直しが行われ中大規模建築物が

建て易くなってきたが、建築士や建築関連事業者の多くが木造住宅レベルの知識・情報しか持ち合

わせておらず、この事が新たな分野での木造建築を広めていくためのネックとなっている。これら

の課題解決と普及を図るために、より高度な木造建築技術情報を習得することを目的とした専門性

の高い「スキルアップセミナー」を開催し諸課題の解決につなげていきます。 

２． 普及活動の内容 

開催日：２０２４年１２月３日（火）１３：００ ～ １７：００ 

場所 ：天神チクモクビル  

    福岡市中央区天神３丁目１０－２７（オンライン同時開催） 

講師 ：（株）ウッディファーム 坂田雅孝氏 

    『木造建築物に未来はあるか？』 

講師 ：（株）スクリムテックジャパン 河野泰之氏 

    『GIR 接合のこれまでとこれから』 

３． 参加状況 

  申込 当日参加 割合 

リアル参加 29 20 69.0% 

ＺＯＯＭ参加 41 36 87.8% 

合計 70 56 80.0% 

４． アンケート結果 

 

 



 

５． 当日の講演内容 

講師：坂田氏 → https://www.youtube.com/watch?v=VInT5GIpTvw&t=1s 

講師：河野氏 → https://www.youtube.com/watch?v=UOV1IDP5Cjk 

 

６． 今回の成果  

今回は、熊本にて木造設計アドバイザーをされている坂田氏と GIR 工法を実践されている

河野氏の講演で、中大規模木造建築物づくりの数多くの実績のある２名の方にお話しをい

ただいた。セミナーは１２月３日という師走に入っておこなったため、いつも開催してい

るセミナーよりもキャンセル率が高く、実際の参加者が少なかったのは残念な結果となっ

た。ただ、アンケート Q2,Q3 でもわかるように実際に参加した方の評価は高かった。ま

た、アンケート Q4 では、木造建物を建てるにあたり困っていることは、構造、防耐火、

省エネ、確認申請のことなど満遍なく興味があることが分かった。アンケート Q5.3 にも

あるように坂田氏の講演内容は、木材の性能、JAS 製材規格、木造建物づくりに関してな

ど、多岐にわたっていたため、今回の講演時間では短く、もう少し時間を取るか、何回か

に分けて、じっくり詳しく解説いただいた方がよかったと反省している。４月には、建築

基準法の改正があり、木造建物を取り巻く環境が大きく変化する可能性がある。今後とも

森林と都市のいい循環を図れるよう、木造建物づくりの普及拡大を実践するためにも継続

して活動していきたい。 

 

 

以上の活動は（公財）建築技術普及センターの２０２４年度の助成を受けて実施しました。こ

こに感謝申し上げます。 


